
総
会
は
杉
山
副
会
長(

総
務)

の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
議
決
権
の
個
数
確
認

で
、
代
議
員
総
数
49
名(

過
半
数
以
上

で
成
立)
委
任
状
を
含
め
た
出
席
者
が

44
名
で
総
会
は
成
立
。

大
矢
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
佐
々
木

哲
彌
議
員(

恵
和
た
ち
ば
な
会)

を
議
長

に
選
出
後
、
議
事
に
入
る
。

🔶
第
1
号
議
案

【
令
和
6
年
度
活
動
報
告
】

杉
山
副
会
長
よ
り
報
告
が
あ
り
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

🔶
第
2
号
議
案

【
令
和
6
年
度
決
算
書
】

細
谷
会
計
担
当
よ
り
決
算
報
告
の

説
明
後
、
水
谷
監
査
役
か
ら
監
査

報
告
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

🔶
第
3
号
議
案

【
神
奈
川
施
保
連
会
費
制
定
細
則
新

旧
対
象
表(

案)

】

大
矢
会
長
よ
り
説
明
、
報
告
が
あ

り
議
場
に
諮
っ
た
処
、
一
部
に
反

対
意
見
が
あ
っ
た
も
の
の
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

🔶
第
4
号
議
案

【
令
和
7
年
度
活
動
計
画(

案)

】

甲
山
副
会
長
よ
り
活
動
計
画
の
説

明
、
報
告
が
あ
り
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

🔶
第
5
号
議
案

【
令
和
7
年
度
予
算
書(

案)

】

荒
井
会
計
担
当
よ
り
説
明
後
、
議

場
に
諮
っ
た
処
、
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

又
、
会
費
に
つ
い
て
は
、
8
月
末

を
目
処
に
振
込
要
請
が
あ
り
、
領

収
書
の
発
行
に
関
し
て
は
理
事
会

で
承
認
を
受
け
PDF
で
発
行
と
す
る

が
、
メ
ー
ル
で
の
受
取
が
不
可
の

場
合
は
、
郵
送
と
す
る
。

🔶
第
6
号
議
案

【
令
和
7
年
度
神
奈
川
県
知
的
障
害

者
施
設
保
護
者
連
合
会

役
員
・

理
事
候
補
者(

案)

】

大
矢
会
長
よ
り
説
明
後
、
議
場
に

諮
っ
た
処
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

🔶
議
長
解
任

最
後
に
会
長
か
ら
顧
問
に
選
出
さ
れ

た
大
矢
前
会
長
よ
り
挨
拶
、
新
た
に
会

長
に
選
出
さ
れ
た
甲
山
新
会
長
よ
り
抱

負
が
述
べ
ら
れ
閉
会
し
た
。

令
和
7
年
7
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
57
回
神
奈
川
施
保
連
定
期
総
会

に
お
き
ま
し
て
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
甲
山
謙
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
会
長
に
は
若
手
の
ホ
ー
プ
を
と
願
っ

て
い
た
者
と
し
て
、
高
齢
の
自
分
が
会

長
職
に
つ
く
事
に
は
内
心
忸
抳
た
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
会
長
職
を
お
引
き

受
け
す
る
決
心
が
つ
い
た
の
は
、
大
矢

前
会
長
の
熱
心
な
お
勧
め
と
も
う
一
つ

は
新
一
万
円
札
の
渋
沢
栄
一
翁
の
晩
年

の
お
姿
で
し
た
。

渋
沢
栄
一
翁
を
引
き
合
い
に
出
す
な

ん
て
月
と
す
っ
ぽ
ん
、
提
灯
に
釣
り
鐘
、

雲
泥
の
差
、
身
の
程
知
ら
ず
と
言
わ
れ

る
の
は
百
も
承
知
で
す
が
、
兎
の
角
私

の
心
に
刺
さ
っ
た
の
で
す
。
渋
沢
栄
一

翁
は
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
言
わ

れ
、
興
し
た
会
社
は
500
以
上
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
論
語
と
算
盤
」
「
道
徳
経
済
合
一

説
」
を
唱
え
た
渋
沢
で
す
か
ら
、
社
会

福
祉
事
業
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
り
ま

し
た
。
知
的
障
害
児
の
保
護
教
育
機
関

で
あ
る(

財)

滝
野
川
学
園
理
事
長
も
な

さ
い
ま
し
た
。
療
育
院
の
事
業
に
は
な

く
な
る
ま
で
心
を
砕
い
た
そ
う
で
す
。

渋
沢
は
76
歳
に
な
っ
た
時
に
、
実
業

界
か
ら
完
全
に
引
退
し
、
社
会
福
祉
事

業
に
専
念
し
ま
し
た
。
76
歳
と
い
う
高

齢
で
す
が
、
天
保
11
年(

一
八
四
〇
年)

生
ま
れ
で
す
か
ら
当
時
の
平
均
寿
命
は

50
歳
く
ら
い
、
現
代
と
比
較
に
な
ら
な

い
高
齢
で
す
が
、
渋
沢
が
ど
の
程
度
、

実
質
的
な
社
会
福
祉
事
業
活
動
を
お
こ

な
お
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
心
意

気
を
表
現
す
る
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま

す
。<

四
十
、
五
十
は
洟
垂
れ
小
僧
、

六
十
、
七
十
は
働
き
盛
り
、
九
十
に
な
っ

て
迎
え
が
来
た
ら
、
百
ま
で
待
て
と
追

い
返
せ>

と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
渋
沢
も
91
歳
で
他
界
し
ま

し
た
が
死
ぬ
間
際
ま
で
貧
民
救
済
の
た

め
に
国
家
予
算
の
執
行
に
尽
力
し
た
そ

う
で
す
。

家
族
会
の
高
齢
化
問
題
に
悩
む
私
た

ち
で
す
が
、
渋
沢
栄
一
翁
の
心
意
気
を

見
習
う
べ
き
と
改
め
て
感
じ
入
っ
て
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
時
代
も
、
今
や
百

歳
時
代
に
突
入
で
す
。
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神
奈
川
施
保
連
会
長
就
任
挨
拶

甲
山
謙
一



私
の
学
生
時
代
の
ゼ
ミ
の
恩
師
は
、
神

奈
川
県
知
事
を
昭
和
50
年
か
ら
平
成
7

年
ま
で
、
5
期
務
め
た
長
洲
一
二
先
生
で

す
。
先
生
は
「
神
奈
川
県
は
日
本
の
縮
図

だ
。
産
業
構
造
そ
の
も
の
が
日
本
の
縮
図

だ
か
ら
。
東
部
に
重
工
業
地
帯
。
横
浜
は

輸
出
港
。
西
は
豊
か
な
農
業
地
帯
と
国
立

公
園
の
観
光
地
。
」

こ
こ
で
長
洲
先
生
に
倣
っ
て
私
見
を
言

わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
障
害
福
祉
の
分

野
で
言
う
な
ら
、
神
奈
川
県
は
日
本
の
縮

図
と
い
う
か
、
障
害
福
祉
の
問
題
の
先
鋭

化
・
最
前
線
県
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
事
象
は
次
の
通
り
と
考
え
ま
す
。

[

先
鋭
化
事
象]

そ
の
1
～

二
〇
一
六
年
七
月
二
六
日
県
立
津
久
井
や

ま
ゆ
り
園
で
元
職
員
植
松
聖
が
入
所
者
19

人
を
刺
殺
、
入
所
者
・
職
員
26
人
に
重
軽

傷
を
負
わ
せ
た
事
件
。
「
意
思
疎
通
で
き

な
い
重
度
の
障
害
者
は
不
幸
且
つ
社
会
に

不
要
な
存
在
で
あ
る
た
め
重
度
障
害
者
を

安
楽
死
さ
せ
れ
ば
世
界
平
和
に
つ
な
が
る
」

と
い
う
思
想
。
障
害
者
人
権
擁
護
蹂
躙
。

優
生
思
想
。
コ
ス
パ
優
先
の
価
値
観
等
様
々

な
問
題
思
想
で
す
。

太
平
洋
戦
争
後
最
大
の
殺
人
事
件
が
契

機
に
な
り
、
神
奈
川
県
は
当
事
者
目
線
の

障
害
福
祉
推
進
条
例
～
と
も
に
生
き
る
社

会
を
目
指
し
て
～
に
基
づ
く
基
本
計
画
を

二
〇
二
四
～
二
〇
二
九
年
度
に
わ
た
っ
て

実
施
。
こ
の
計
画
策
定
は
画
期
的
と
評
価

す
べ
き
だ
と
小
生
は
考
え
ま
す
。
常
に
そ

う
で
す
が
、
計
画
よ
り
実
行
、
実
行
よ
り

成
果
が
さ
ら
に
重
要
。
出
来
る
だ
け
多
く

の
県
民
が
参
画
、
実
行
、
成
果
を
上
げ
ら

れ
る
よ
う
、
神
奈
川
の
福
祉
の
輪
の
一
端

を
担
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
2
～

父
を
追
い
詰
め
た
障
害
者
施
設
の
入
所
待

ち
問
題
。
千
葉
県
長
生
村
で
の
知
的
障
害

者
の
次
男
殺
人
事
件
に
お
よ
ぶ
。
事
件
発

生
は
千
葉
県
だ
が
、
原
因
は
神
奈
川
県
西

部
で
の
入
所
待
ち
が
か
な
わ
ず
殺
人
事
件

に
及
ぶ
。
裁
判
官
は
社
会
的
課
題
と
し
、

執
行
猶
予
判
決
。
NHK
調
査
に
よ
れ
ば
入
所

施
設
待
機
者
は
二
〇
、
〇
〇
〇
人
。
こ
の

中
か
ら
起
き
た
先
鋭
的
事
件
。
重
度
知
的

障
害
者
は
入
所
施
設
へ
の
入
所
を
望
ん
で

待
機
し
て
い
る
が
、
行
政
の
対
応
は
入
所

待
機
者
調
査
は
不
十
分
、
地
域
移
行
の
名

の
も
と
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
主
体
の
対
策

で
す
れ
違
い
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
県

も
待
機
者
調
査
に
乗
り
出
し
始
め
ま
し
た
。

着
実
な
問
題
解
決
を
望
み
ま
す
。

そ
の
3
～

中
井
や
ま
ゆ
り
園
86
人
中
、
車
い
す
利
用

24
人(

28%)

、
低
栄
養
状
態
9
人
低
栄
養
の

疑
い
27
人
合
計
36
人(

42%)

、
白
内
障
42
人

(

49%)

、
と
い
う
健
康
状
態
。
フ
レ
イ
ル
予

防
が
必
要
と
の
結
論
。
県
議
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
黒
岩
知
事
も
問
題
解
決
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
す
。

知
的
障
害
者
の
健
康
医
療
観
点
と
し
て
、

知
的
障
害
者
が
健
常
者
よ
り
高
齢
化
が
早

く
起
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
40
代
か

ら
フ
レ
イ
ル
予
防
を
行
う
こ
と
が
長
期
最

適
健
康
医
療
対
策
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
予
算
措
置
、
人
材
育
成
、
ノ
ウ
ハ
ウ

開
発
そ
の
伝
播
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
4
～

意
思
決
定
支
援
は
国
連
人
権
擁
護
の
観
点

か
ら
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
津
久
井

や
ま
ゆ
り
事
件
の
影
響
で
神
奈
川
県
が
一

歩
先
行
し
て
は
い
る
が
、
課
題
の
性
格
上
、

難
易
度
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
私
た
ち
が
学
習
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

そ
の
5
～

障
害
者
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
成
年
後
見

人
制
度
が
誕
生
し
た
が
全
国
的
に
普
及
率

は
低
く
、
人
権
擁
護
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し

て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
の
た
め
法

務
省
は
現
行
制
度
の
使
い
勝
手
の
悪
さ
を

明
確
に
し
問
題
解
決
の
た
め
に
法
改
正
を

踏
ま
え
て
の
対
策
を
専
門
家
に
諮
問
し
、

二
〇
二
六
年
度
に
答
申
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

以
上
、
5
項
目
の
う
ち
1
～
4
が
神
奈
川

県
発
先
鋭
化
事
象
で
す
。
神
奈
川
施
保
連

と
し
て
も
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

以
上

写
真:

会
長
を
退
任
さ
れ

顧
問
に
就
任
さ
れ
た
大
矢
武
久
氏

(2)


